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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月15日(2021.6.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可視透過性基板と、
　前記可視透過性基板に結合された第１の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極の上にある第２の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第１の可視透過性活性
層であって、前記第１の可視透過性活性層が、近赤外線吸収光活性化合物を含む受容体材
料を含み、前記近赤外線吸収光活性化合物が、近赤外吸収供与体受容体（近赤外ＤＡ）ジ
シアノ－インダンジオン分子を含み、前記近赤外ＤＡジシアノ－インダンジオン分子が、
式：
【化１】
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　　またはその誘導体を有し、式中、
　　Ｙは、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、アルコキシ、アルキル、およびアリールからなる群から選択
され、
　　各添字ｎは、独立して０、１、２、３、または４であり、
　　各Ｘは、Ｃ（ＣＮ）２、Ｏ、Ｓ、Ｃ（Ｏ）、およびＳＯ２からなる群から独立して選
択され、
　　「Ａｒ」とマークされた各環は、独立して選択されたアリール基であり、
　　縮合パイ系架橋基は、（例えば、アリール、アルキル、ヘテロアリール、ハロなどで
）非置換または置換されており、
　前記近赤外線吸収光活性化合物が、第１の最大近赤外線吸収強度および第１の最大可視
吸収強度を示し、前記第１の最大近赤外線吸収強度が、前記第１の最大可視吸収強度より
も大きい、第１の可視透過性活性層と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第２の可視透過性活性
層であって、前記第２の可視透過性活性層が、近赤外での第２の最大吸収強度および第２
の最大可視吸収強度を示す供与体材料を含み、前記第２の最大吸収強度が、前記第２の最
大可視吸収強度よりも大きい、第２の可視透過性活性層と、
を含む、可視透過性光起電力デバイス。
【請求項２】
　前記供与体材料が、ホウ素－ジピロメテン化合物を含む、請求項１に記載の可視透過性
光起電力デバイス。
【請求項３】
　前記供与体材料が、フタロシアニンまたはナフタロシアニンを含む、請求項１に記載の
可視透過性光起電力デバイス。
【請求項４】
　前記第１の可視透過性光活性層が、前記第１の可視透過性電極に結合されているか、ま
たは、前記第１の可視透過性光活性層が、前記第２の可視透過性電極に結合されている、
請求項１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
【請求項５】
　前記第１の可視透過性光活性層および前記第２の可視透過性光活性層が、別個の、混合
された、または部分的に混合された層に対応する、請求項１に記載の可視透過性光起電力
デバイス。
【請求項６】
　前記受容体材料による最大近赤外吸収が、前記供与体材料による最大近赤外吸収に対し
て赤方偏移している、請求項１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
【請求項７】
　前記受容体材料による最大近赤外吸収が、前記供与体材料による最大近赤外吸収に対し
て青方偏移している、請求項１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
【請求項８】
　前記近赤外ＤＡジシアノ－インダンジオン分子が、２００ａｍｕ～１０００ａｍｕ、３
００ａｍｕ～８００ａｍｕ、または４００ａｍｕ～６００ａｍｕの分子量を有する、請求
項１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
【請求項９】
　前記近赤外ＤＡジシアノ－インダンジオン分子が、以下である、請求項１に記載の可視
透過性光起電力デバイス。
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【化２】

【請求項１０】
　前記供与体材料が、ホウ素－ジピロメテン化合物、フタロシアニン、ナフタロシアニン
、ニッケルジチオレート化合物、ベンゾ－ビス－チアジアゾール、ベンゾチアジアゾール
、またはそれらの組み合わせを含む、請求項１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
【請求項１１】
　可視透過性基板と、
　前記可視透過性基板に結合された第１の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極の上にある第２の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第１の可視透過性活性
層であって、前記第１の可視透過性活性層が、近赤外線吸収光活性化合物を含む受容体材
料を含み、前記近赤外線吸収光活性化合物が、近赤外吸収供与体受容体（近赤外ＤＡ）ジ
ケトピロロピロールジフェニルチエニルアミン分子を含み、　前記近赤外ＤＡジケトピロ
ロピロールジフェニルチエニルアミン分子が、式：

【化３】

　　またはその誘導体を有し、
　　式中、Ｒ１およびＲ２は、アルキル、シクロアルキルからなる群から独立して選択さ
れ、
　　Ａ１およびＡ２は、アルキレン、アリーレン、ヘテロアリーレン、シクロアルキレン
、およびヘテロシクリレンからなる群から独立して選択され、
　前記近赤外線吸収光活性化合物が、第１の最大近赤外線吸収強度および第１の最大可視
吸収強度を示し、前記第１の最大近赤外線吸収強度が、前記第１の最大可視吸収強度より
も大きい、第１の可視透過性活性層と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第２の可視透過性活性
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層であって、前記第２の可視透過性活性層が、近赤外での第２の最大吸収強度および第２
の最大可視吸収強度を示す供与体材料を含み、前記第２の最大吸収強度が、前記第２の最
大可視吸収強度よりも大きい、第２の可視透過性活性層と、
を含む、可視透過性光起電力デバイス。
【請求項１２】
　前記近赤外ＤＡジケトピロロピロールジフェニルチエニルアミン分子が、以下である、
請求項１１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
【化４】

【請求項１３】
　前記供与体材料が、ホウ素－ジピロメテン化合物、フタロシアニン、ナフタロシアニン
、ニッケルジチオレート化合物、ベンゾ－ビス－チアジアゾール、ベンゾチアジアゾール
、またはそれらの組み合わせを含む、請求項１１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
【請求項１４】
　前記供与体材料が、ホウ素－ジピロメテン化合物を含む、請求項１１に記載の可視透過
性光起電力デバイス。
【請求項１５】
　前記供与体材料が、フタロシアニンまたはナフタロシアニンを含む、請求項１１に記載
の可視透過性光起電力デバイス。
【請求項１６】
　前記第１の可視透過性光活性層が、前記第１の可視透過性電極に結合されているか、ま
たは、前記第１の可視透過性光活性層が、前記第２の可視透過性電極に結合されている、
請求項１１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
【請求項１７】
　前記第１の可視透過性光活性層および前記第２の可視透過性光活性層が、別個の、混合
された、または部分的に混合された層に対応する、請求項１１に記載の可視透過性光起電
力デバイス。
【請求項１８】
　前記受容体材料による最大近赤外吸収が、前記供与体材料による最大近赤外吸収に対し
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て赤方偏移している、請求項１１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
【請求項１９】
　前記受容体材料による最大近赤外吸収が、前記供与体材料による最大近赤外吸収に対し
て青方偏移している、請求項１１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
【請求項２０】
　前記近赤外ＤＡジケトピロロピロールジフェニルチエニルアミン分子が、２００ａｍｕ
～１０００ａｍｕ、３００ａｍｕ～８００ａｍｕ、または４００ａｍｕ～６００ａｍｕの
分子量を有する、請求項１１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８９】
　採用されている用語と表現は、説明の用語として使用されており、限定ではなく、そし
て、そのような用語および表現を使用して、図示および説明された特徴の同等物またはそ
の一部を除外する意図はないが、請求される本発明の範囲内で様々な修正が可能であるこ
とが認識される。したがって、本発明は好ましい実施形態および任意の特徴によって具体
的に開示されたが、本明細書に開示された概念の修正および変形は当業者に頼ることがで
き、そして、そのような修正および変形は、添付の特許請求の範囲によって定義される本
発明の範囲内であるとみなされることを理解されたい。
　さらに、本明細書は以下を開示する。
（項目１）
　可視透過性基板と、
　前記可視透過性基板に結合された第１の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極の上にある第２の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第１の可視透過性活性
層であって、前記第１の可視透過性活性層が、近赤外線吸収光活性化合物を含む受容体材
料を含み、前記近赤外線吸収光活性化合物が、第１の最大近赤外線吸収強度および第１の
最大可視吸収強度を示し、前記第１の最大近赤外線吸収強度が、前記第１の最大可視吸収
強度よりも大きい、第１の可視透過性活性層と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第２の可視透過性活性
層であって、前記第２の可視透過性活性層が、近赤外での第２の最大吸収強度および第２
の最大可視吸収強度を示す供与体材料を含み、前記第２の最大吸収強度が、前記第２の最
大可視吸収強度よりも大きい、第２の可視透過性活性層と、
を含む、可視透過性光起電力デバイス。
（項目２）
　前記供与体材料が、ホウ素－ジピロメテン化合物を含む、項目１に記載の可視透過性光
起電力デバイス。
（項目３）
　前記供与体材料が、フタロシアニンまたはナフタロシアニンを含む、項目１に記載の可
視透過性光起電力デバイス。
（項目４）
　前記第１の可視透過性光活性層が、前記第１の可視透過性電極に結合されているか、ま
たは、前記第１の可視透過性光活性層が、前記第２の可視透過性電極に結合されている、
項目１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目５）
　前記第１の可視透過性光活性層および前記第２の可視透過性光活性層が、別個の、混合
された、または部分的に混合された層に対応する、項目１に記載の可視透過性光起電力デ
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バイス。
（項目６）
　前記受容体材料による最大近赤外吸収が、前記供与体材料による最大近赤外吸収に対し
て赤方偏移している、項目１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目７）
　前記受容体材料による最大近赤外吸収が、前記供与体材料による最大近赤外吸収に対し
て青方偏移している、項目１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目８）
　前記近赤外吸収光活性化合物が、近赤外吸収供与体受容体（近赤外ＤＡ）分子を含む、
項目１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目９）
　前記近赤外ＤＡ分子が、ジシアノ－インダンジオン、ジシアノ－インダンジオン誘導体
、ベンゾ－ビス－チアジアゾール、ベンゾ－ビス－チアジアゾール誘導体、ベンゾチアジ
アゾール、ベンゾチアジアゾール誘導体、ジケトピロロピロールジフェニルチエニルアミ
ン、ジケトピロロピロールジフェニルチエニルアミン誘導体、およびそれらの組み合わせ
からなる群から選択される、項目８に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目１０）
　前記近赤外ＤＡ分子が、２００ａｍｕ～１０００ａｍｕ、３００ａｍｕ～８００ａｍｕ
、または４００ａｍｕ～６００ａｍｕの分子量を有する、項目９に記載の可視透過性光起
電力デバイス。
（項目１１）
　前記ジシアノ－インダンジオンが、式：
【化１５９】

　またはその誘導体を有し、式中、
　Ｙは、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、アルコキシ、アルキル、およびアリールからなる群から選択さ
れ、
　各添字ｎは、独立して０、１、２、３、または４であり、
　各Ｘは、Ｃ（ＣＮ）２、Ｏ、Ｓ、Ｃ（Ｏ）、およびＳＯ２からなる群から独立して選択
され、
　「Ａｒ」とマークされた各環は、独立して選択されたアリール基であり、
　縮合パイ系架橋基は、（例えば、アリール、アルキル、ヘテロアリール、ハロなどで）
非置換または置換されている、項目９に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目１２）
　前記ジシアノ－インダンジオンが、式：
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【化１６０】

　またはその誘導体を有し、式中、
　Ｚは、独立してＨまたは以下の式を有する基であり、
【化１６１】

　式中、波線は、パイ系への接続点を表し、
　Ｙは、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、アルコキシ、アルキル、およびアリールからなる群から選択さ
れ、
　各添字ｎは、独立して０、１、２、３、または４であり、
　ｔは、１または２であり、
　各Ｘは、Ｃ（ＣＮ）２、Ｏ、Ｓ、Ｃ（Ｏ）、およびＳＯ２からなる群から独立して選択
され、
　「Ａｒ」とマークされた各環は、独立して選択されたアリール基であり、
　パイ系架橋基は、（例えば、アリール、アルキル、ヘテロアリール、ハロなどで）非置
換または置換されている、項目９に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目１３）
　前記ジシアノ－インダンジオンが、以下からなる群から選択される、項目９に記載の可
視透過性光起電力デバイス。
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【化１６２】

（項目１４）
　前記近赤外ＤＡ分子が、ジシアノ－インダンジオンまたはジシアノ－インダンジオン誘
導体であり、前記供与体材料が、ホウ素－ジピロメテン化合物、フタロシアニン、ナフタ
ロシアニン、ニッケルジチオレート化合物、ベンゾ－ビス－チアジアゾール、ベンゾチア
ジアゾール、またはそれらの組み合わせを含む、項目１に記載の可視透過性光起電力デバ
イス。
（項目１５）
　前記ベンゾ－ビス－チアジアゾールが、式：
【化１６３】

　またはその誘導体を有し、式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４の各々は、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリー
ル、ヘテロアリール、シクロアルキル、およびヘテロシクリルからなる群から独立して選
択され、
　Ａ１およびＡ２は、アルキレン、アリーレン、ヘテロアリーレン、シクロアルキレン、
およびヘテロシクリレンからなる群から独立して選択され、
　Ｘは、Ｏ、Ｓ、Ｓｅ、およびＴｅからなる群から選択される、項目９に記載の可視透過
性光起電力デバイス。
（項目１６）
　前記ベンゾチアジアゾールが、式：
【化１６４】

　またはその誘導体を有し、式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４の各々は、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリー
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ル、ヘテロアリール、シクロアルキル、およびヘテロシクリルからなる群から独立して選
択され、
　Ａ１およびＡ２は、アルキレン、アリーレン、ヘテロアリーレン、シクロアルキレン、
およびヘテロシクリレンからなる群から独立して選択され、
　Ｘは、Ｏ、Ｓ、Ｓｅ、およびＴｅからなる群から選択される、項目９に記載の可視透過
性光起電力デバイス。
（項目１７）
　前記近赤外ＤＡ分子が、ベンゾ－ビス－チアジアゾール、ベンゾ－ビス－チアジアゾー
ル誘導体、ベンゾチアジアゾール、またはベンゾチアジアゾール誘導体であり、前記供与
体材料が、ホウ素－ジピロメテン化合物、フタロシアニン、ナフタロシアニン、ニッケル
ジチオレート化合物、またはそれらの組み合わせを含む、項目９に記載の可視透過性光起
電力デバイス。
（項目１８）
　前記ジケトピロロピロールジフェニルチエニルアミンが、式：

【化１６５】

　またはその誘導体を有し、
　式中、Ｒ１およびＲ２は、アルキル、シクロアルキルからなる群から独立して選択され
、
　Ａ１およびＡ２は、アルキレン、アリーレン、ヘテロアリーレン、シクロアルキレン、
およびヘテロシクリレンからなる群から独立して選択される、項目９に記載の可視透過性
光起電力デバイス。
（項目１９）
　前記ジケトピロロピロールジフェニルチエニルアミン誘導体が、以下である、項目９に
記載の可視透過性光起電力デバイス。
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【化１６６】

（項目２０）
　前記近赤外ＤＡ分子が、ジケトピロロピロールジフェニルチエニルアミンまたはジケト
ピロロピロールジフェニルチエニルアミン誘導体であり、前記供与体材料が、ホウ素－ジ
ピロメテン化合物、フタロシアニン、ナフタロシアニン、ニッケルジチオレート化合物、
ベンゾ－ビス－チアジアゾール、ベンゾチアジアゾール、またはそれらの組み合わせを含
む、項目１１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目２１）
　可視透過性基板と、
　前記可視透過性基板に結合された第１の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極の上にある第２の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第１の可視透過性活性
層であって、前記第１の可視透過性光活性層が、ホウ素－ジピロメテン系化合物を含み、
前記ホウ素－ジピロメテン系化合物が、光活性化合物であり、第１の最大近赤外線吸収強
度および第１の最大可視吸収強度を示し、前記第１の最大近赤外線吸収強度が、前記第１
の最大可視吸収強度よりも大きい、第１の可視透過性活性層と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第２の可視透過性光活
性層であって、近赤外線または紫外線での第２の最大吸収強度および第２の最大可視吸収
強度を示し、前記第２の最大吸収強度が、前記第２の最大可視吸収強度よりも大きい、第
２の可視透過性光活性層と、を含む、可視透過性光起電力デバイス。
（項目２２）
　前記第２の可視透過性光活性層が、第２のホウ素－ジピロメテン系を含む、項目２１に
記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目２３）
　前記第２の可視透過性光活性層が、ナフタレン－テトラカルボン酸ジイミド（ＮＴＣＤ
Ｉ）化合物を含む、項目２１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目２４）
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　前記光活性化合物が、電子受容体材料として機能し、前記第２の可視透過性光活性層が
、電子供与体材料を含む、項目２１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目２５）
　前記光活性化合物が、電子供与体材料として機能し、前記第２の可視透過性光活性層が
、電子受容体材料を含む、項目２１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目２６）
　前記第１の可視透過性光活性層および前記第２の可視透過性光活性層が、独立して１ｎ
ｍ～３００ｎｍの厚さを有する、項目２１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目２７）
　前記第１の可視透過性光活性層および前記第２の可視透過性光活性層が、別個の、混合
された、または部分的に混合された層に対応する、項目２１に記載の可視透過性光起電力
デバイス。
（項目２８）
　前記光活性化合物が、可視透過性である、項目２１に記載の可視透過性光起電力デバイ
ス。
（項目２９）
　前記第１の可視透過性光活性層が、前記第１の可視透過性電極に結合されているか、ま
たは、前記第１の可視透過性光活性層が、前記第２の可視透過性電極に結合されている、
項目２１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目３０）
　前記ホウ素－ジピロメテン系化合物が、式：

【化１６７】

を有し、式中、
　　前記光活性化合物が、前記第１の最大近赤外吸収強度および前記第１の最大可視吸収
強度を示し、
　　各Ｒ基は、独立して水素、ハロゲン、シアノ基、置換もしくは非置換アルキル基、置
換もしくは非置換芳香族基、置換もしくは非置換縮合芳香族基、置換もしくは非置換複素
芳香族基、置換もしくは非置換縮合複素芳香族基、置換もしくは非置換アミン基、または
置換もしくは非置換アルコキシ基であるか、あるいは２つ以上のＲ基が置換もしくは非置
換環基または置換もしくは非置換縮合環基を形成し、
　各Ｘは、独立してＳ、Ｎ、またはＣ－Ｒである、項目２１に記載の可視透過性光起電力
デバイス。
（項目３１）
　前記ホウ素－ジピロメテン系化合物が、以下の式を有する、項目３０に記載の可視透過
性光起電力デバイス。
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【化１６８】

。
（項目３２）
　前記ホウ素－ジピロメテン系化合物が、以下の式を有する、項目３１に記載の可視透過
性光起電力デバイス。

【化１６９】

。
（項目３３）
　前記ホウ素－ジピロメテン系化合物が、以下の式を有する、項目３０に記載の可視透過
性光起電力デバイス。
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【化１７０】

（項目３４）
　前記ホウ素－ジピロメテン系化合物が、以下の式を有する、項目３３に記載の可視透過
性光起電力デバイス。

【化１７１】

（項目３５）
　前記ホウ素－ジピロメテン系化合物が、以下の式を有する、項目３０に記載の可視透過
性光起電力デバイス。
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【化１７２】

（項目３６）
　前記ホウ素－ジピロメテン系化合物が、式：
【化１７３】

　を有し、式中、
　　前記光活性化合物が、前記第１の最大近赤外吸収強度および前記第１の最大可視吸収
強度を示し、
　　各Ｌ基は、独立して、単結合あるいは置換もしくは非置換アルキレン基、置換もしく
は非置換アリーレン基、または置換もしくは非置換ヘテロアリーレン基から選択される二
価の連結基であり、
　　各Ｒ基は独立して、水素、ハロゲン、シアノ基、置換もしくは非置換アルキル基、置
換もしくは非置換芳香族基、置換もしくは非置換縮合芳香族基、置換もしくは非置換複素
芳香族基、置換もしくは非置換縮合複素芳香族基、置換もしくは非置換アミン基、または
置換もしくは非置換アルコキシ基であるか、あるいは２つ以上のＲ基が置換もしくは非置
換環基または置換もしくは非置換縮合環基を形成し、
　　各Ｘは、独立してＳ、Ｎ、またはＣ－Ｒである、項目２１に記載の可視透過性光起電
力デバイス。
（項目３７）
　前記ホウ素－ジピロメテン系化合物が、以下の式を有する、項目３６に記載の可視透過
性光起電力デバイス。
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【化１７４】

（項目３８）
　前記ホウ素－ジピロメテン系化合物が、式：

【化１７５】

を有し、式中、
　　前記光活性化合物が、前記第１の最大近赤外吸収強度および前記第１の最大可視吸収
強度を示し、
　　Ａ１は、１つ以上のＲ基置換基を含む縮合または非縮合の芳香族または複素芳香族基
であり、
　　各Ａ２は、独立して、１つ以上のＲ基置換基を含む縮合または非縮合の芳香族または
複素芳香族基であり、
　　各Ｒ基は、独立して水素、ハロゲン、シアノ基、置換もしくは非置換アルキル基、置
換もしくは非置換芳香族基、置換もしくは非置換縮合芳香族基、置換もしくは非置換複素
芳香族基、置換もしくは非置換縮合複素芳香族基、置換もしくは非置換アミン基、または
置換もしくは非置換アルコキシ基であるか、あるいは２つ以上のＲ基が置換もしくは非置
換環基または置換もしくは非置換縮合環基を形成する、項目２１に記載の可視透過性光起
電力デバイス。
（項目３９）
　前記ホウ素－ジピロメテン系化合物が、式：
【化１７６】

を有し、式中、
　　前記光活性化合物が、前記第１の最大近赤外吸収強度および前記第１の最大可視吸収
強度を示し、
　　Ａ１は、１つ以上のＲ基置換基を含む縮合または非縮合の芳香族または複素芳香族基
であり、
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　　各Ａ２は、独立して、１つ以上のＲ基置換基を含む縮合または非縮合の芳香族または
複素芳香族基であり、
　　各Ｒ基は、独立して水素、ハロゲン、シアノ基、置換もしくは非置換アルキル基、置
換もしくは非置換芳香族基、置換もしくは非置換縮合芳香族基、置換もしくは非置換複素
芳香族基、置換もしくは非置換縮合複素芳香族基、置換もしくは非置換アミン基、または
置換もしくは非置換アルコキシ基であるか、あるいは２つ以上のＲ基が置換もしくは非置
換環基または置換もしくは非置換縮合環基を形成する、項目３８に記載の可視透過性光起
電力デバイス。
（項目４０）
　前記ホウ素－ジピロメテン系化合物が、以下の式を有する、項目３９に記載の可視透過
性光起電力デバイス。
【化１７７】

（項目４１）
　可視透過性基板と、
　前記可視透過性基板に結合された第１の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性光活性層の上にある第２の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第１の可視透過性活性
層であって、前記第１の可視透過性光活性層が、以下の式を有する光活性化合物を含み、
【化１７８】

式中、
　　前記光活性化合物は、第１の最大近赤外吸収強度および第１の最大可視吸収強度を示
し、前記第１の最大近赤外吸収強度が、前記第１の最大可視吸収強度よりも大きく、
　　Ｍは、金属であり、
　　各Ｒ基は、独立して水素、ハロゲン、シアノ基、置換もしくは非置換アルキル基、置
換もしくは非置換アルケニル基、置換もしくは非置換芳香族基、置換もしくは非置換縮合
芳香族基、置換もしくは非置換複素芳香族基、置換もしくは非置換の縮合複素芳香族基、
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または置換もしくは非置換アルコキシ基であるか、あるいは２つ以上のＲ基が置換もしく
は非置換環基または置換もしくは非置換縮合環基を形成する、第１の可視透過性光活性層
と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第２の可視透過性光活
性層であって、近赤外線または紫外線での第２の最大吸収強度および第２の最大可視吸収
強度を示し、前記第２の最大吸収強度が、前記第２の最大可視吸収強度よりも大きい、第
２の可視透過性光活性層と、を含む、可視透過性光起電力デバイス。
（項目４２）
　前記第２の可視透過性光活性層が、ホウ素－ジピロメテン系化合物を含む、項目４１に
記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目４３）
　前記第２の可視透過性光活性層が、フタロシアニンまたはナフタロシアニンを含む、項
目４１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目４４）
　前記光活性化合物が、電子受容体材料として機能し、前記第２の可視透過性光活性層が
、電子供与体材料を含む、項目４１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目４５）
　前記光活性化合物が、電子供与体材料として機能し、前記第２の可視透過性光活性層が
、電子受容体材料を含む、項目４１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目４６）
　前記第１の可視透過性光活性層および前記第２の可視透過性光活性層が、独立して１ｎ
ｍ～３００ｎｍの厚さを有する、項目４１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目４７）
　前記第１の可視透過性光活性層および前記第２の可視透過性光活性層が、別個の、混合
された、または部分的に混合された層に対応する、項目４１に記載の可視透過性光起電力
デバイス。
（項目４８）
　前記光活性化合物が、可視透過性である、項目４１に記載の可視透過性光起電力デバイ
ス。
（項目４９）
　前記第１の可視透過性光活性層が、前記第１の可視透過性電極に結合されているか、ま
たは、前記第１の可視透過性光活性層が、前記第２の可視透過性電極に結合されている、
項目４１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目５０）
　Ｍが、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｍｏ、Ｐｄ、またはＰｔである、項目４１に記
載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目５１）
　１つ以上のＲ基が、それぞれ独立して、メトキシ基、ジメチルアミノ基、シアノ基、チ
アゾリル基、フェニル基、マレイミド基、ナフチル基、またはフェナントレン基である、
項目４１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目５２）
　前記光活性化合物が、以下の式を有する、項目４１に記載の可視透過性光起電力デバイ
ス。
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【化１７９】

（項目５３）
　前記光活性化合物が、以下の式を有する、項目５２に記載の可視透過性光起電力デバイ
ス。

【化１８０】

（項目５４）
　前記光活性化合物が、以下の式を有する、項目４１に記載の可視透過性光起電力デバイ
ス。
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【化１８１】

（項目５５）
　前記光活性化合物が、以下の式を有し、
【化１８２】

式中、各Ａは、独立して１つ以上のＲ基置換基を有する縮合多環式環基である、項目４１
に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目５６）
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　前記光活性化合物が、以下の式を有する、項目５５に記載の可視透過性光起電力デバイ
ス。
【化１８３】

（項目５７）
　前記光活性化合物が、以下の式を有する、項目５６に記載の可視透過性光起電力デバイ
ス。
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【化１８４】

（項目５８）
　前記光活性化合物が、以下の式を有する、項目４１に記載の可視透過性光起電力デバイ
ス。
【化１８５】

（項目５９）
　前記光活性化合物が、以下の式を有する、項目５８に記載の可視透過性光起電力デバイ
ス。
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【化１８６】

（項目６０）
　可視透過性基板と、
　前記可視透過性基板に結合された第１の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極の上にある第２の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第１の可視透過性活性
層であって、前記第１の可視透過性光活性層が、以下の式を有する光活性化合物を含み、
【化１８７】

式中、
　　前記光活性化合物は、第１の最大近赤外吸収強度および第１の最大可視吸収強度を示
し、前記第１の最大近赤外吸収強度が、前記第１の最大可視吸収強度よりも大きく、
　　Ｍは、金属であり、
　　各Ｒ基は、独立して水素、ハロゲン、シアノ基、置換もしくは非置換アルキル基、置
換もしくは非置換アルケニル基、置換もしくは非置換芳香族基、置換もしくは非置換縮合
芳香族基、置換もしくは非置換複素芳香族基、置換もしくは非置換の縮合複素芳香族基、
または置換もしくは非置換アルコキシ基であるか、あるいは２つ以上のＲ基が置換もしく
は非置換環基または置換もしくは非置換縮合環基を形成する、第１の可視透過性光活性層
と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第２の可視透過性光活
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性層であって、近赤外線または紫外線での第２の最大吸収強度および第２の最大可視吸収
強度を示し、前記第２の最大吸収強度が、前記第２の最大可視吸収強度よりも大きい、第
２の可視透過性光活性層と、を含む、可視透過性光起電力デバイス。
（項目６１）
　可視透過性基板と、
　前記可視透過性基板に結合された第１の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極の上にある第２の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第１の可視透過性活性
層であって、前記第１の可視透過性活性層が、紫外線電子受容体（ＵＶ受容体）分子を含
む受容体材料を含み、前記ＵＶ受容体系材料が、光活性化合物であり、第１の最大紫外線
吸収強度および第１の最大可視吸収強度を示し、前記第１の最大紫外線吸収強度が、前記
第１の最大可視吸収強度よりも大きい、第１の可視透過性活性層と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第２の可視透過性活性
層であって、前記第２の可視透過性活性層が、近赤外での第２の最大吸収強度および第２
の最大可視吸収強度を示す供与体材料を含み、前記第２の最大吸収強度が、前記第２の最
大可視吸収強度よりも大きい、第２の可視透過性活性層と、を含む、可視透過性光起電力
デバイス。
（項目６２）
　前記第１の最大可視吸収強度が、前記第１の最大紫外線吸収強度の０．１％～１０％で
ある、項目６１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目６３）
　前記第１の最大可視吸収強度が、前記第１の最大紫外線吸収強度の０．１％～５％であ
る、項目６２に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目６４）
　前記第１の可視透過性光活性層および前記第２の可視透過性光活性層が、独立して１ｎ
ｍ～３００ｎｍの厚さを有する、項目６１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目６５）
　前記第１の可視透過性光活性層および前記第２の可視透過性光活性層が、別個の、混合
された、または部分的に混合された層に対応する、項目６１に記載の可視透過性光起電力
デバイス。
（項目６６）
　前記受容体材料が、可視透過性である、項目６１に記載の可視透過性光起電力デバイス
。
（項目６７）
　前記第１の可視透過性光活性層が、前記第１の可視透過性電極に結合されているか、ま
たは、前記第１の可視透過性光活性層が、前記第２の可視透過性電極に結合されている、
項目６１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目６８）
　前記ＵＶ受容体分子が、ナフタレンテトラカルボン酸ジイミド、ナフタレンテトラカル
ボン酸ジイミド誘導体、ビスイミドコロネン、ビスイミドコロネン誘導体、フルオランテ
ン、フルオランテン誘導体、コランヌレン、コランヌレン誘導体、およびそれらの組み合
わせからなる群から選択される、項目６１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目６９）
　前記ナフタレンテトラカルボン酸ジイミドが、式：
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【化１８８】

　またはその誘導体を有し、式中、
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４は、アリール、ヘテロアリール、アルキル、アルケニル、アル
キニル、シクロアルキル、ヘテロシクリルからなる群から独立して選択され、
　Ｒ１およびＲ２は、Ｈ、アリール、ヘテロアリール、アルキル、アルケニル、アルキニ
ル、シクロアルキル、およびヘテロシクリルからなる群から独立して選択される、項目６
８に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目７０）
　前記ナフタレンテトラカルボン酸ジイミドが、式：

【化１８９】

　またはその誘導体を有し、式中、
　各Ｘは、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、アルキル、アルコキシ、およびアリールからなる群から独立
して選択され、
　各添字ｎは、独立して０、１、２、３、４、または５であり、
　各Ｙは、Ｈ、アルキル、非置換アリール、または置換アリールからなる群から独立して
選択され、
　「Ａｒ」とマークされた各環は、独立して選択されたアリール基である、項目６８に記
載の可視透過性光起電力デバイス。
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（項目７１）
　前記ナフタレンテトラカルボン酸ジイミドが、式：
【化１９０】

　またはその誘導体を有し、式中、
　各Ｘおよび各Ｙは、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、アルキル、アルコキシ、およびアリールからなる
群から独立して選択され、
　添字ｎは、独立して０、１、２、３、４、または５であり、
　各添字ｍは、独立して０、１、または２であり、
　「Ａｒ」とマークされた各環は、独立して選択されたアリール基である、項目６８に記
載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目７２）
　前記ナフタレンテトラカルボン酸ジイミドが、式：
【化１９１】

　またはその誘導体を有し、式中、
　架橋基（Ｂ）は、直接共有結合、アリーレンリンカー、ヘテロアリーレンリンカー、ア
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ルキレンリンカー、またはヘテロアルキレンリンカーであり、
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、およびＸ６の各々は、Ｈ、アリール、ヘテロアリール
、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、ヘテロシクリル、およびハロゲ
ンからなる群から独立して選択され、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４の各々は、Ｈ、アリール、ヘテロアリール、アルキル、
アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、およびヘテロシクリルからなる群から独立し
て選択される、項目６８に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目７３）
　前記ナフタレンテトラカルボン酸ジイミドが、以下からなる群から選択される、項目６
８に記載の可視透過性光起電力デバイス。
【化１９２】

（項目７４）
　前記ビスイミドコロネンが、式：

【化１９３】

　またはその誘導体を有し、式中、
　各Ｒは、Ｈ、アリール、ヘテロアリール、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロ
アルキル、ヘテロシクリル、および電子求引基（例えば、ＣＮ、ハロゲンなど）からなる
群から独立して選択される、項目６８に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目７５）
　前記フルオランテンが、式：
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【化１９４】

　またはその誘導体を有し、式中、
　Ｒは、Ｈ、アリール、ヘテロアリール、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロア
ルキル、およびヘテロシクリルからなる群から選択され、
　ＸおよびＹは、Ｈおよび電子求引基（例えば、ＣＮ、ハロゲンなど）からなる群から独
立して選択され、
　Ｚ１およびＺ２は、Ｈ、アリール、ヘテロアリール、アルキル、アルケニル、アルキニ
ル、シクロアルキル、およびヘテロシクリルからなる群から独立して選択される、項目６
８に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目７６）
　前記フルオランテンが、以下からなる群から選択される、項目６８に記載の可視透過性
光起電力デバイス。

【化１９５】

（項目７７）
　前記コランヌレンが、式：
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【化１９６】

　またはその誘導体を有し、式中、
　各Ｒは、Ｈおよび電子求引基（例えば、ＣＮ、ハロゲンなど）からなる群から独立して
選択される、項目６８に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目７８）
　前記供与体材料が、ホウ素－ジピロメテン化合物、フタロシアニン、ナフタロシアニン
、ニッケルジチオレート化合物、ジシアノ－インダンジオン、ベンゾチアジアゾール、ベ
ンゾ－ビス－チアジアゾール、ジケトピロロピロールジフェニチエニルアミン、またはそ
れらの組み合わせを含む、項目６８に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目７９）
　可視透過性基板と、
　前記可視透過性基板に結合された第１の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極の上にある第２の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第１の可視透過性活性
層であって、前記第１の可視透過性光活性層が、第１の最大近赤外または紫外線吸収強度
および第１の最大可視吸収強度を示す光活性化合物を含み、前記第１の最大近赤外または
紫外線吸収強度が、前記第１の最大可視吸収強度よりも大きく、前記光活性化合物が、テ
トラシアノキノン型チオフェン化合物、テトラシアノインダセン化合物、カルバゾールチ
アポルフィリン、またはジチオフェンスクアリン化合物である、第１の可視透過性活性層
と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第２の可視透過性光活
性層であって、近赤外線または紫外線での第２の最大吸収強度および第２の最大可視吸収
強度を示し、前記第２の最大吸収強度が、前記第２の最大可視吸収強度よりも大きい、第
２の可視透過性光活性層と、を含む、可視透過性光起電力デバイス。
（項目８０）
　前記第２の可視透過性光活性層が、ホウ素－ジピロメテン系化合物を含む、項目７９に
記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目８１）
　前記第２の可視透過性光活性層が、紫外線受容体分子を含む、項目７９に記載の可視透
過性光起電力デバイス。
（項目８２）
　前記光活性化合物が、電子受容体材料として機能し、前記第２の可視透過性光活性層が
、電子供与体材料を含む、項目７９に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目８３）
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　前記光活性化合物が、電子供与体材料として機能し、前記第２の可視透過性光活性層が
、電子受容体材料を含む、項目７９に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目８４）
　前記第１の可視透過性光活性層および前記第２の可視透過性光活性層が、独立して１ｎ
ｍ～３００ｎｍの厚さを有する、項目７９に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目８５）
　前記第１の可視透過性光活性層および前記第２の可視透過性光活性層が、別個の、混合
された、または部分的に混合された層に対応する、項目７９に記載の可視透過性光起電力
デバイス。
（項目８６）
　前記光活性化合物が、可視透過性である、項目７９に記載の可視透過性光起電力デバイ
ス。
（項目８７）
　前記第１の可視透過性光活性層が、前記第１の可視透過性電極に結合されているか、ま
たは、前記第１の可視透過性光活性層が、前記第２の可視透過性電極に結合されている、
項目７９に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目８８）
　前記光活性化合物が、テトラシアノキノン型チオフェン化合物である、項目７９に記載
の可視透過性光起電力デバイス。
（項目８９）
　前記光活性化合物が、以下の式を有するテトラシアノキノン型チオフェン化合物であり
、
【化１９７】

式中、
　　各Ｒ基は、独立して水素、ハロゲン、シアノ基、置換もしくは非置換アルキル基、置
換もしくは非置換芳香族基、置換もしくは非置換縮合芳香族基、置換もしくは非置換複素
芳香族基、置換もしくは非置換縮合複素芳香族基、置換もしくは非置換アミン基、または
置換もしくは非置換アルコキシ基であるか、あるいは２つ以上のＲ基が置換もしくは非置
換環基または置換もしくは非置換縮合環基を形成し、
　　ｎは、０、１、２、３、４、５、６、または７であり、
　　各Ｘは、独立してＯ、Ｎ－Ｒ、Ｓ、またはＳｅである、項目７９に記載の可視的に透
過性光起電力デバイス。
（項目９０）
　前記光活性化合物が、式：
【化１９８】

を有し、式中、
　ｍは、０、１、２、３、４、または５である、項目８９に記載の可視透過性光起電力デ
バイス。
（項目９１）
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　前記光活性化合物が、以下の式を有する、項目９０に記載の可視透過性光起電力デバイ
ス。
【化１９９】

（項目９２）
　前記光活性化合物が、以下の式を有する、項目９１に記載の可視透過性光起電力デバイ
ス。
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【化２００】

（項目９３）
　前記光活性化合物が、テトラシアノインダセン化合物である、項目７９に記載の可視透
過性光起電力デバイス。
（項目９４）
　前記光活性化合物が、以下の式を有するテトラシアノインダセン化合物であり、

【化２０１】

、式中、
　各Ａは、独立して、１つ以上のＲ基置換基を含む縮合または非縮合の芳香族または複素
芳香族基であり、
　各Ｒ基は、独立して水素、ハロゲン、シアノ基、置換もしくは非置換アルキル基、置換
もしくは非置換芳香族基、置換もしくは非置換縮合芳香族基、置換もしくは非置換複素芳
香族基、置換もしくは非置換縮合複素芳香族基、置換もしくは非置換アミン基、または置
換もしくは非置換アルコキシ基であるか、あるいは２つ以上のＲ基が置換もしくは非置換
環基または置換もしくは非置換縮合環基を形成する、項目７９に記載の可視透過性光起電
力デバイス。
（項目９５）
　前記光活性化合物が、以下の式を有する、項目９４に記載の可視透過性光起電力デバイ
ス。
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【化２０２】

（項目９６）
　前記光活性化合物が、以下の式を有するカルバゾールチアポルフィリン化合物であり、
【化２０３】

式中、
　　各Ｒ基は、独立して水素、ハロゲン、シアノ基、置換もしくは非置換アルキル基、置
換もしくは非置換芳香族基、置換もしくは非置換縮合芳香族基、置換もしくは非置換複素
芳香族基、置換もしくは非置換縮合複素芳香族基、置換もしくは非置換アミン基、または
置換もしくは非置換アルコキシ基であるか、あるいは２つ以上のＲ基が置換もしくは非置
換環基または置換もしくは非置換縮合環基を形成する、項目７９に記載の可視透過性光起
電力デバイス。
（項目９７）
　前記光活性化合物が、ジチオフェンスクアリン化合物である、項目７９に記載の可視透
過性光起電力デバイス。
（項目９８）
　前記光活性化合物が、以下の式を有するジチオフェンスクアリン化合物であり、
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【化２０４】

式中、
　　各Ｒ基は、独立して水素、ハロゲン、シアノ基、置換もしくは非置換アルキル基、置
換もしくは非置換芳香族基、置換もしくは非置換縮合芳香族基、置換もしくは非置換複素
芳香族基、置換もしくは非置換縮合複素芳香族基、置換もしくは非置換アミン基、または
置換もしくは非置換アルコキシ基であるか、あるいは２つ以上のＲ基が置換もしくは非置
換環基または置換もしくは非置換縮合環基を形成する、項目７９に記載の可視透過性光起
電力デバイス。
（項目９９）
　可視透過性基板と、
　前記可視透過性基板に結合された第１の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極の上にある第２の可視透過性電極と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第１の可視透過性活性
層であって、前記第１の可視透過性活性層が、フタロシアニン系材料を含み、前記フタロ
シアニン系材料が、光活性化合物であり、第１の最大近赤外線吸収強度および第１の最大
可視吸収強度を示し、前記第１の最大近赤外線吸収強度が、前記第１の最大可視吸収強度
よりも大きい、第１の可視透過性活性層と、
　前記第１の可視透過性電極と前記第２の可視透過性電極との間の第２の可視透過性活性
層であって、近赤外線または紫外線での第２の最大吸収強度および第２の最大可視吸収強
度を示し、前記第２の最大吸収強度が、前記第２の最大可視吸収強度よりも大きい、第２
の可視透過性活性層と、を含む、可視透過性光起電力デバイス。
（項目１００）
　前記第２の可視透過性光活性層が、第２のフタロシアニン系材料を含む、項目９９に記
載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目１０１）
　前記第２の可視透過性光活性層が、ホウ素－ジピロメテン系化合物を含む、項目９９に
記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目１０２）
　前記フタロシアニン系材料が、電子受容体材料として機能し、前記第２の可視透過性光
活性層が、電子供与体材料を含む、項目９９に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目１０３）
　前記フタロシアニン系材料が、電子供与体材料として機能し、前記第２の可視透過性光
活性層が、電子受容体材料を含む、項目９９に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目１０４）
　前記第１の可視透過性光活性層が、前記第１の可視透過性電極に結合されているか、ま
たは、前記第１の可視透過性光活性層が、前記第２の可視透過性電極に結合されている、
項目９９に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目１０５）
　前記第１の可視透過性光活性層および前記第２の可視透過性光活性層が、別個の、混合
された、または部分的に混合された層に対応する、項目９９に記載の可視透過性光起電力
デバイス。
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（項目１０６）
　前記フタロシアニン系材料が、可視透過性である、項目９９に記載の可視透過性光起電
力デバイス。
（項目１０７）
　前記フタロシアニン系が、フタロシアニンを含む、項目９９に記載の可視透過性光起電
力デバイス。
（項目１０８）
　前記フタロシアニンが、式：
【化２０５】

　またはその誘導体を有し、式中、
　Ｍは、Ｓｎ、ＳｎＣｌ２、ＳｎＯ、Ｐｂ、Ｍｇ、Ｍｎ、ＡｌＣｌ、ＡｌＯＨ、ＧａＣｌ
、ＭｎＣｌ、ＳｉＣｌ２、Ｓｉ（ＯＨ）２、ＰｂＣｌ２、ＶＯ、Ｃｏ、Ｆｅ、ＦｅＣｌ、
Ｎｉ、ＴｉＯ、およびＴｉＣｌ２からなる群から選択され、
　Ｒ１～Ｒ１６の各々は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌおよび電子求引基からなる群から選択
される、項目１０７に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目１０９）
　前記フタロシアニンが、式：
【化２０６】

　またはその誘導体を有し、式中、
　各Ｘおよび各Ｙは、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、アルコキシ、アルキル、およびアリールから
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なる群から独立して選択され、
　Ｍは、金属であり、
　Ｚは、Ｃｌ、＝Ｏ、および－ＯＨからなる群から選択される、項目１０７に記載の可視
透過性光起電力デバイス。
（項目１１０）
　Ｍが、Ｃｕ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｍｎ、Ａｌ、およびＳｎからなる群から選択される、項目１
０９に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目１１１）
　前記フタロシアニンが、式：
【化２０７】

またはその誘導体を有し、式中、
　Ｒ１～Ｒ８の各々は、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルキニル、アリール
、ヘテロアリール、シクロアルキル、およびヘテロシクリルからなる群から独立して選択
され、
　各Ｘは、Ｏ、Ｓ、Ｓｅ、およびＴｅからなる群から独立して選択され、
　Ｍは、金属である、項目１０７に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目１１２）
　Ｍが、Ｃｕ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｚｎ、Ｍｇ、ＣｌＡｌ、ＳｎＣｌ２、Ｐｂ、Ｐｔ、およびＰ
ｄからなる群から選択される、項目１１１に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目１１３）
　前記フタロシアニン系が、ナフタロシアニンを含む、項目９９に記載の可視透過性光起
電力デバイス。
（項目１１４）
　前記ナフタロシアニンが、式：
【化２０８】
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　またはその誘導体を有し、式中、
　Ｍは、Ｓｎ、ＳｎＣｌ２、ＳｎＯ、Ｐｂ、Ｍｇ、Ｍｎ、ＡｌＣｌ、ＡｌＯＨ、ＧａＣｌ
、ＭｎＣｌ、ＳｉＣｌ２、Ｓｉ（ＯＨ）２、ＰｂＣｌ２、ＶＯ、Ｃｏ、Ｆｅ、ＦｅＣｌ、
Ｎｉ、ＴｉＯ、およびＴｉＣｌ２からなる群から選択され、
　Ｒ１～Ｒ２４の各々は、Ｈ、Ｆ、Ｃｌおよび電子求引基からなる群から独立して選択さ
れる、項目１１３に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目１１５）
　前記ナフタロシアニンが、式：
【化２０９】

　またはその誘導体を有し、式中、
　Ｒ１～Ｒ６の各々は、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルキニル、アリール
、ヘテロアリール、シクロアルキル、およびヘテロシクリルからなる群から独立して選択
され、
　各Ｘは、Ｏ、Ｓ、Ｓｅ、およびＴｅからなる群から独立して選択され、
　Ｍは、金属である、項目１１３に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目１１６）
　Ｍが、Ｃｕ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｚｎ、Ｍｇ、ＣｌＡｌ、ＳｎＣｌ２、Ｐｂ、Ｐｔ、およびＰ
ｄからなる群から選択される、項目１１５に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目１１７）
　前記フタロシアニンが、式：

【化２１０】

を有し、式中、
　Ｍは、金属であり、
　Ａ１、Ａ２、Ａ３、およびＡ４は、それぞれ置換または非置換の縮合芳香環基であり、
Ａ１は、Ａ２、Ａ３、またはＡ４のうちの少なくとも１つとは異なる数の縮合環を含む、
項目９９に記載の可視透過性光起電力デバイス。
（項目１１８）
　前記フタロシアニン系材料が、以下からなる群から選択される１つ以上の化合物を含む
、項目１１７に記載の可視透過性光起電力デバイス。
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【化２１１】

（項目１１９）
　前記フタロシアニン系材料が、以下からなる群から選択される１つ以上の化合物を含む
、項目９９に記載の可視透過性光起電力デバイス。
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【化２１２－１】
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【化２１２－２】
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